












































に「ハウツーものめいた」 「初心者向けの」 「実用書」の類としたい。具体的には、小説の書き方や創作方法、また小説家としてのあり方がより意識的に書かれているものを小説作法書とする。 「通俗的」であるがゆえに退けられてきたこれらの作法書は かし、 「通俗的」であるからこそより多く 読者の「小説」意識が反映された り、当時の「小説」観を知るための重要な資料であると言えるのではないだろうか。　
さらに、研究の対象となるものは「小説作法」と名の付い










法書が出版された。そのような文章作法書全体に目を向けることで、それぞれの文章がどのように受け止められてい のかを知ることができるだろう。また文章作法書の調査 よって、小説作 の独自性を明らかにし、これまでの「小説」概念を再考す も可能であると考えられる。　
そこでまずは、明治期にどのような文章作法書があったの















































































































地の森羅万象」 、つまり自然の描写に心情 仮託させることでより印象的な表現にすることが、秋浦の述べ 美文 う
文章である。さらに注目したいのは、秋浦が「美文の用ゐらるゝ範囲」として、 「叙情、叙事、叙景、紀行の四つに渡りて、その力を逞しうすべき也」としている点である。ここからは、美文というものの位置づけがうかがえる。つまり美文とは、文芸のジャンル区分を表すもの いうより、文体の一形式 いう位置づけがなされているのであ
る（９）
。また、 「美文
の用ゐらるゝ範囲」に小説が含まれていない点にも留意したい。それと同時に、ここで叙情文や叙事文 作例 示されている文章が、徳富蘆花、泉鏡花、田山花袋と った今日では「小説家」 して扱われ 作家の 章であ 点 、今後考えていくべき問題である。　
次に、美文作法書の形態面での特徴を見ていく。まず多く
















美文作法書もある。たとえば前掲の江藤専三『美文作法』は、 「美文の定義」 「美文の分類」 「美文の作法」 「 の素養」 「現時の美文壇 構成になっており、美文の概論
付き作法書となっている。同様のものに、西村眞次『美文韻文創作要訣』や池田錦水『美文指南：創作自在』 、久保天随『美文作法』が挙げられる。また例文集の要素を合わせ持ち、「総説、作法、例文・資料」という構成から成っているものには高松茅村『美文自在：明治文学』などがある。　
作法書に書かれた概論や総論からは、美文というジャンル

























うした「小説」概念の揺れが見えてくるのは、作法書が広く大衆的な読者をも視野に入れているからである。つまり小説作法書は、 『小説神髄』で集約されがちな明治期の「小説」理解を問い直す めの最適な資料なのである。作法書を研究することで、これまでの定説とは異なる文学史が見え くる可能性があるのである。










『小説神髄』は一八八五（明治十八）年九月から翌年四月にかけて刊行された。上巻は「小説総論」 「小説 変遷」 「小説の主眼」 「小説の種類」 「小説の裨益」という章立てで 主に小説理論を扱っている。下巻は 法則 文体論」
15
明治期の小説作法　　作法書研究の前提と可能性























































































「文士は狂気らしい事をする人がある」という箇所に落合の文学者観が垣間見える。落合によれば、 「多くの著作家は其筆を採る時に必ず一の癖を有して居」り それは「一風変つた」 、 「奇癖」とも呼ぶべきものであるとしているが、その「奇癖」には「趣味があ」り、 「其個人性を現は」すものであるとして積極的に評価していることがうかがえる。また、作家によって執筆の遅い速いに違いがあ ことにも言及る。　　


































































ができる。まず、作法書と同様に今日ではほとんど顧みられることのない美文という文章ジャンルに着目することで、小説との違いとして規範性や 則性を有していることを見出すことができた。また、美文が文体の一形式であるのに対して、小説とは文芸ジャンルを現すものであることも確認した。さらに扱われる文章作法書によって小説という言葉の含む意味は異なってくる。そ で言う「小説」とは、必ずし 逍遥の提唱したような、写実的な内面描写を有したものとは限らず、功利主義的でないとも言えないのである。　
そのような中で、より小説に特化した作法書からは、 「法
則」に回収されることの い小説作法が提唱され いく。それは「いかに小説を書くか」 いう議論から「小説家はいかにあるべきか」という議論へと次第にずれていき、小説作法書で「小説家 イメージが語 れていくこ に る である。そのことは、 「小説家」というものの特権性をも示すこつながっていくのではないだろ か。そ だ すれば、誰もが書くことの きる美文とはより対照 なも して、小説という文芸ジャンルの特性が浮 び上がって る ろう　
本論はまだ調査の途上にあり、すべての小説作法書に言及
できたわけではない。現在収集の進んでいない明治二〇年代の小説作法書や、今回扱う できな った雑誌におけ小説作法の調査が今後の課題となる。また美文や写生文といった他 文章ジャンルとの関わりについても、引き続き調査
が必要だろう。　
今後は調査範囲を雑誌や新聞へと広げていくことで、それ



















（５）前出、亀井（一九九九・九） 。（６）前出、亀井（一九九 ・ ） 。（７）江藤専三『美文作法』 （新声社、一八九九・一一） 。（８）秋浦『美文韻文之資料』 （博多成象堂、一 〇五・ 二） 。（９）たとえば高松茅村は『美文自在：明治文学』 （太平洋文学社、
一九〇〇・六）において、 「散文は多くは美文といふことが出来ない」とした上で、例外として、 「小説及詩味をもたせた紀行史伝は即自然の美を描くもので美文といつてもよい。殊に小説は散文詩といはれてあつて最 美文の名に適合するもの ある」という説明をしている。ここからは 体の一形式である美文に対し、小説に より文芸のジャンル区分としての意識が反映されていることがうかがえる。つまり 「 を用いてを書く」という表現が成り立っても「小説を用いて 書く」という表現は成り立たない うに、美文と小説と 並列的に語られるべきものではないのである。
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20）落合浪雄『着想描写：小説著作法』 （大学館、 九〇三 三） 。
（
21）日本文章学院 小説作法』 （日本文章学院 一九〇六・五） 。
（








25）前出、日本文章学院（一 〇 ・五） 。
（
26） 「小説家」イメージへの言及はすでに、山本芳明『文学者はつくられる』 （ひつじ書房、二 〇 ・一二 などの先行研究が存在してい 。また内 魯庵『文学者となる法』 （右文社、一八九四・四）でも、 「文学者」のイメージへの言及が見られるが、 「小説家」に限定されていない点を鑑みて本論では考察対象には含めないものとしたが、別稿で論じることを検討中である。
（
27）前出、落合（ 九〇三 三 「第八章
　
作家は如何に執筆す
るや」 。
（
28）前出、落合（一九〇三・三） 「第八章
　
作家は如何に執筆す
るや」 。
（
29）前出、落合（一九〇三・三） 「第十一章
　
成功と其二三の条
件」 。
（
30）前出、日本文章学院（一九〇六・五）下の巻
　「第六章
　
小
説作家の覚悟
　
二段
　
高き品性を保有すべき事」 。
（
31）前出、日本文章学院（一九〇六・五）下の巻
　「第六章
　
小
説作家の覚悟多様の経歴を得べき事
（
32）前出、田山（一九〇九・六） 「第一編
　
小説と作法
　
一
　
修
練」 。
（もりた・みさき／早稲田大学大学院）
